
むし歯を放置すると，ばい菌が血液に入り，心臓
や脳など様々な臓器に病気を引き起こすことがあ
ります。

日常生活のリズムができているかチェックしましょう

今は軽い歯肉の炎症でも，放置すると十数年かけてゆっくりと進行します。 
歯周病は糖尿病や心疾患などの色々な病気と関連しています。

歯を失う２大疾患・・・むし歯と歯周病



むし歯ができる要因と予防ポイント

● ３つ（むし歯菌・糖分・歯質）
が重なった状態のまま時間が経過
するとむし歯ができます。

歯科疾患と全身との関係

歯周病によって歯周組織が破壊
されると，歯周病菌は血管を通して
体内に入りやすくなります。 
歯周病菌が血液を通して全身を
巡り，様々な影響を及ぼします。 根尖病巣

根尖病巣（こんせんびょうそう）
などがあると，リウマチや腎臓病，
心臓病の原因になることがありま
す。 

動脈硬化

狭心症・心筋梗塞

心内膜炎

糖尿病

骨粗しょう症
低体重児出産・早産

肥満

肺炎（誤嚥性肺炎）

認知症


